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教育の目的 

本学の教育は、各専門分野における学術研究を通じて新しい教養の理念を追求し、
放送を活用して大学教育を行い、併せて広く生涯学習の要望に応えるため、教養学部

という一つの学部として、古今の学術研究の成果を総合しながら、人類が直面してい

る「社会の持続的発展」の解決に手掛かりを与えるような学問的教養の涵養を図るこ
とを目的としています。そのため、学習者がこれらの諸課題にかかわるものの見方や
考え方を豊かにし、それらの諸課題を解決するための知識・技能・方法を身につける

ことができるように教育を展開します。 

ディプロマ 
・ポリシー 

（学位授与

の方針） 

【資質・能力等の養成】 
 人文・社会・自然の各学問分野を中核とする幅広い知識を修得し、豊かな教養の涵

養を図ることにより、様々な課題に対して、複眼的視点からのものの見方や考え方が

できるようになり、物事の本質を見極めることのできる総合的理解力が身につきます。 
 これらの資質・能力を身につけることにより、職場や日々の生活などで生じる様々

な課題に対して、物事の本質を見極め、それらの課題を解決するための糸口を見出す
ことができる人材を養成します。 

【卒業に必要となる学習成果（条件）】 

 複数の分野にまたがって124単位以上を修得する必要があります。 

カリキュラム  

・ポリシー 
（教育課程
編成の方針） 

【教育課程編成】 

 学生の幅広いニーズに対応した体系的かつ弾力的なカリキュラムとなるよう、学問
分野に応じた系統的学習により教養を深めることができ、また、教養の幅を広げるた

め、特定の学問分野を超えた幅広い知識の修得が可能となるよう、柔軟性のある教育
課程編成となっています。 

【教育内容・方法】 

 様々な学生ニーズに対応した授業を、それぞれの環境に合わせて学習できるよう、
本学では、テレビ・ラジオによる放送授業、インターネットを活用したオンライン授
業、そして教員と直接対面して行う面接授業の３つの形態により授業を実施しており、

いつでもどこでも学べる環境を確保しています。 
【学習成果の評価方法】 
 単位認定試験の結果により成績評価を行います。単位認定試験を課さないオンライ

ン授業においては、各回における形成的評価と、最終回後に行われる達成度評価の結

果を総合的に判断して成績評価を行います。 

アドミッション 
・ポリシー 
（入学者受

入れの方針） 

【求める人材像】 
 本学は、広く国民に高等教育の機会を提供することを教育理念としており、一定の

条件を満たし、学ぶ意欲のある者であれば誰でも入学することができます。 

【入学者選抜の方法】 
 本学の教育理念に鑑み、入学者選抜は行いません。 
【求める学習成果】 

 高等学校卒業など、一定の条件を具備していることが条件となります。 


